































































　　《回答》n ＝ 12　回答率 80％
　　　１（5 名）　２（３名）　３（4 名）
3　保育実践内容について（保育職 12 名）
　　《回答》n ＝ 11　回答率 92％
オ　現在の担当クラス
1.2 歳児（2 名）　2 歳児（2 名）




























（回答率 100％）　n ＝ 18
卒業生 14 人＋平成 25 年度卒業生４名
2　ア　勤務状況について　
（回答率 100％）　n ＝ 18







































































































































期生～ 6 期生 22 名のうち記録が継続しなかっ
























































実施日：平成 25 年 12 月 28 日（土）
時　間：14:00 ～ 16:00
場　所：桜パーキング 402 会議室





















































































































































































【訪問日】平成 26 年 1 月 31 日（金）  






































































































































































































―専攻科 保育専攻 6 年間の軌跡（１）―によ
れば、評価項目ⅵ『教育実践』『子どもについ
ての理解』の項目は評価点は低いが伸び率が
高く、本稿の 2 －（3）同窓会 会議記録 考察
の中で「職業選択の一環として、2 年間インター
ンシップを行ったことは、自らの適性を判断
できる期間でもあった。目的意識を持ちなが
ら、貴重な機会を学びに活かすことができた
と実感できた。」とあるように、専攻科修了時
に於いてもインターンシップの有効性は証明
されているといえる。インターンシップ記録
は保育実践特別研究Ⅱ・Ⅳに於いて一年間の
記録の整理を行う。記録を養護（生命の保持・
情緒の安定）と教育（五領域）食育に分類し、
保育の視点の偏りや、自身の記録内容の変化
に着目できるようにしている。このことが、
保育のスキルを伸ばすことに繋がっていると
言えるが、評価項目ⅵ－４の指標の伸び率が
—79—
専攻科　保育専攻　6 年間の軌跡（2）　－学修成果が保育現場にもたらす有効性－
のなのかを明確に伝えていく必要があり、短
期大学入学時からのモチベーションを維持し
高めて行くことが重要である。
　専攻科の更なる充実をはかり、今後、専攻
科保育専攻が、養成校として保育実践力を育
成していく上での重要なコアになり得るよう
努力を続けたい。
付記　本研究は長崎短期大学、平成 25 年度傾
斜配分研究費の助成を受けて行ったものであ
る。
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